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 開花期における第４～６葉の葉柄汁液中カリウム濃度が 2400ppm 以下であれば，この時
に肉眼的な症状が認められなくてもカリウム欠乏症が発生する可能性があるが，診断後にカ
リウムを吸収させることにより，カリウム欠乏症の発生を回避することができると考えられ
た． 
 
３．ブルーベリーにおける新梢先端葉クロロシスの診断と対策 
 ブルーベリーの新梢先端葉クロロシスの発生原因とその対策を検討した． 
新梢先端葉クロロシスの発生した葉および土壌を採取し，無機成分濃度を正常株のものと
比較した結果，クロロシスが発生した葉のマンガン含有率は，正常葉に比較し著しく低かっ
た．また，株元土壌のｐH はブルーベリーの好適ｐH より高く，交換性マンガン含量が低
かった．新梢先端葉クロロシスは，土壌ｐＨを上昇させることにより容易に再現することが
できた．この時の葉中マンガン含有率及び土壌中交換性マンガン含量は，正常のものに比較
し低かった．以上のことから，新梢先端葉クロロシスは，土壌ｐＨが高くなった場合に交換
性マンガン含量が低下し，その結果発生したマンガン欠乏症であると考えられた． 
また，土壌ｐＨを上昇させて新梢先端葉クロロシスを発生させた植物体を用いて，対策試
験を行ったところ，イオウ華を用いて土壌ｐＨを低下させることが効果的であることが明ら
かとなった． 
 
 
  
